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質問回答

2016年 2月 8日
「ホンジュラス国国道 6号線地すべり防止計画準備調査」
（公示日：2016年 1月 27公示番号：151179）について、業務指示書に関する質問と回答は以下のとおりです。
通番号 当該頁項目 質問 回答

1 指示書 P6~7
交通量調査・将来交

通量推計

指示書の内容を確認しますと、交通量需要予測が求め

られているが、要員配置には交通需要予測のポジショ

ンはない。交通量需要予測は、地すべり技術者には難

しいため、専門の要員が必要と思われる。あるいは、

現地再委託で実施可能な再委託先がホンジュラスにあ

り、需要予測も含めて現地再委託が可能であることが

必要と思われる。この点に関し、貴機構が前提としてい

る考え方を、ご教示下さりたい。

業務主任が行うことを想定しています。より適切な業務従事

者の構成がある場合は、プロポーザルにて提案してくださ

い。

2 指示書別紙 P2 (3) 対象地域(サイト)の内、Sta. 22+000 の住所と
Sta. 63+000 の地名が逆であり、正しくは Sta. 
22+000( Francisco Mozán 県 San Antonio de 
Oriente市内)、Sta.63 +000(El Paraíso 県 Morocelí 
市内)と思われるのでご確認頂きたい。

ご指摘の通りです。正しくは以下になりますので、訂正しま

す。

・Sta.14+700 (Francisco Morazán 県 Tatumbla 市内)

・Sta.22+000 （Francisco Morazán 県 San Antonio de 

Oriente 市内）

・Sta.63+000(El Paraíso 県 Morocelí 市内)

3 指示書 P8
調達事情調査

現地及び第三国調達に関し、「必要な調査と試験を効

率的に行う」とあるが、この試験は現地再委託が可能

であるか、ご教示下さりたい。

現地再委託が可能です。なお、ホンジュラス国内に現地再

委託可能な業者がいない場合に限り、本邦又は第三国の

機関・コンサルタント・NGO 等に再委託することも認めます。

ただし、本邦又は第三国に再委託する場合はその必要性・

妥当性・経済性をプロポーザルに記載してください。

以 上


